
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                 

 

 

 

 

  

発 行  大 寄 公 民 館 

住 所  深谷市起会 84-1 

電 話  571-0341 

F A X  574-5865 

令和５年６月１日 発行 

と き  ７月９日（日） 午前１０時～１１時３０分 

と こ ろ  大寄公民館 大会議室 
講 師   宮澤 達三氏  

  （深谷市スポーツ少年団本部長・地域学校協働活動推進員、元大寄小学校教員） 

定員／対象  ２０名 ／ 小・中学生の保護者、おじいちゃん、おばあちゃん 

申 込 期 間  ６月１２日（月）～６月２３日（金）  午前９時～午後５時まで（土日除く） 

       大寄公民館へ電話（５７１－０３４１）、または参加申込書を学校もしくは公民館へ提出 

主 催  大寄地区青少年健全育成会・大寄公民館 

※開催中、青少年育成推進員のかたが、お子さんを見守ってくださいます。（未就学児は預かることはできません） 

子育てに奮闘しているお父さん・お母さん、子どもを思うからこそ、「困った！」と壁に当たるこ

とありませんか？ 迷ったり、悩んだりしていること、子育て中の仲間とおしゃべりしませんか？ 

宮澤先生から過去の経験や子育てのコツを伝授いただき、面白いお話も盛りだくさんです。 

子も親も笑顔で楽しみながら成長する子育てを目指しましょう！ 

と き  ６月２３日（金） 

午前１０時～正午 

ところ  大寄公民館 大会議室 

内 容  「メルカリ」の登録から出品 

方法まで 

対 象  市内在住でメルカリもしくは生前整

理等に興味があり、スマートフォンの

基本操作ができるかた 

定 員  ２５名 

持ち物  スマートフォン 

メルカリで出品するもの１品 

※受付開始中！ 

と き  ７月４日（火）  

午後１時３０分～３時３０分 

ところ  大寄公民館 大会議室 

内 容  ①基本的な使い方（文字入力、カメラなど） 

     ②LINEの基本的な使い方 

対 象  ①スマートフォンの基本操作が心も

とないかた 

      ②LINE の基本的な使い方を勉強した

いかた 

定 員  ２０名 

申し込み ６月５日（月）～６月２６日（月） 

※スマートフォンを１人１台貸し出します。 

申し込み  深谷市社会福祉協議会 ☎５７３－６５６３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

深谷の夏の名物七夕まつり。色とりどりの七夕  

飾りを鑑賞し、活気あるまちなかを感じに来ません

か。 
 

と き   ７月７日（金）～９日（日） 
午前１０時～午後９時（７日は午後３時～） 

 

ところ   旧中山道沿線と市役所通り 
 

※今年も、ごみゼロを目指しています。 

ごみのお持ち帰りにご協力ください。 

問い合わせ 一般社団法人 深谷市観光協会 ☎５７５－００１５ 

まちなかを竹かざりでいっぱいにするため、

市役所通りや深谷駅通りに飾る竹かざりを作

製していただけるご家族や個人・団体を募集し

ます。参加者には、無料で竹（約３ｍの細竹・  

先着８０本）を差し上げます。 
 

と き  ７月１日（土） 

午前８時～８時３０分 

（飾り付けは午前１０時まで予定） 

と こ ろ  市役所通り周辺  

申し込み  ６月２３日（金）までに電話で 

問い合わせ先へ 

深谷七夕まつり市民参加企画 

農業者年金受給者のかたに対して毎年６月に行っ

ている現況届の提出先については、以下のとおりとな

りますので期間内に忘れずにご提出ください。 

記 
 

提出場所  農業委員会事務局（市役所２階２４番窓口） 

または市内各公民館 

受付時間  平日 午前８時３０分～午後５時１５分 

提出期間  ６月 1日（木）～６月３０日（金） 
   

問い合わせ 農業委員会事務局 ☎５７７－３４３９ 

１月１日～５月１０日までに火災が  

３９件で、昨年１年間の３８件を大幅に

上回るペースで発生しています。 

火災はちょっとした油断や不注意から

一瞬にして発生します。原因の多くは「た

き火」、「たばこ」、「コンロ」です。火を

取り扱う時は、火のそばを離れないこと

が大切です。 

問い合わせ  

深谷市消防本部 

 ☎５７１－０９１３ 

～市内で火災が多発しています～ 

 

３年ぶりに開催され、今年は個人戦の大会に変更して行われ

ました。緑の芝生の上で地域のかたとコミュニケーションをと

ることができ、有意義な１日になりました。参加していただい

た選手の皆さん、コースアドバイザーの髙田さん・荻野さん、

準備・片付けにご協力いただきました体育部役員の皆さん、 

誠にありがとうござました。 

敬称略 スコア 

優 勝 荻野 勝正（上敷免） ５３ 

準優勝 根岸 芳弘（矢 島） ５８ 

第３位 根岸  廣（内ケ島） ５８ 

第４位 木口みね子（内ケ島） ６４ 

第５位 園部  薫（高 畑） ６５ 

※同スコアにつき年齢順 

※

※ 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

２日（金）大寄地区歴史探訪 午前７時２０分集合 渋沢史料館他 

８日（木）わたしと家族の「そうぞく」の講座  

①“相続”と“争族”のはなし 午前１０時～ 大会議室 

１３日（火）体育祭打合せ会議 午後７時～ 大会議室 

１５日（木）わたしと家族の「そうぞく」の講座  

②MY ライフ＆エンディングを考えよう 午前１０時～ 大会議室 

２９日（木）地域共生講座 午後６時～ 大会議室 

      第４回自治会長会議 午後７時～ 大会議室 

《大寄地区の人口》 令和５年 ５月 １日現在 （ ）は前月比 
 

男性  1,５０３人（ - ８） 

女性  1,５３６人（ - ４） 

合計  3,０３９人（ -１２） 

世帯  1,２６３ （ - ８） 

） 

 【使用済小型家電の収集日】  

１４日（第２水曜日） 
【有害ごみの収集日】 

１６日（第３金曜日） 

 今年度の大寄公民館の各役員をご紹介いたします。地域の皆さまと一丸となって大寄地区を盛り立て

ていただきたいと思いますので、各種事業へのご協力をお願いします。 

氏  名 役 職 等 氏  名 役 職 等 

鳥羽 正人 大寄小学校 校長 粂原 順之 深谷中学校 ＰＴＡ大寄地区代表 

斉藤  寛 深谷中学校 校長 田中 光子 社会教育委員 

◎ 宮澤 達三 学識経験者 髙田 博之 学識経験者 

島崎  保 大寄支会 支会長 吉田 光雄 学識経験者 

井田 智見 大寄支会 副支会長 木口 正彦 学識経験者 

橋本  実 大寄支会 副支会長 ○ 大唐 義雄 民生・児童委員 代表 

原島 靖二 大寄小学校 ＰＴＡ会長 鈴木 俊哉 学識経験者 

                          ◎：委員長 ○：副委員長  

 
自治会名 体育部 文化部 

上敷免 高田 達也 高田小百合 〇井田和津美 井上 克美 野口由美子 

高 畑 高木 治也 高木 礼子 森田 良夫 森田 晴美 萩原  明 

内ケ島 金井 雅宜 小林 禎人 今井 松男 髙田 淳美 金井 京子 

矢 島 小暮 貴宏 茂木 和良 福島 英次 下田  実 小暮  茂 

大塚島 森田  靖 ― 森田  利 粂原百合子 酒井みどり 

起 会 柿澤  浩 ― ◎寺井 敏幸 川島 邦子 髙田恵美子 

谷 之 大唐 啓次 ― 香川千恵美 松本 朋裕 ― 

戸 森 三友 孝史 ― 〇中野せつ子 岡田 真弓 戸谷 和人 

本 部 
◎井田 宏幸 ○福島 秀基 ◎：部長 ○：副部長  

○茂木 立也 ○吉澤 健司  

 
髙田 啓嗣 原島 靖二 

                                    

 

（敬称略） 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
第
九
代
村
長 

茂
木
治
平 

 
 

 
 

（一
八
九
八-

一
九
八
〇
） 

 

計
画
を
達
成
し
た
。
昭
和
三
十

七
年
農
業
基
本
法
施
行
以
来
、

生
産
、
価
格
、
流
通
、
構
造
等
、

農
業
の
各
般
に
わ
た
る
改
善

策
が
実
施
さ
れ
つ
つ
、
高
度
成

長
期
に
入
り
、
市
内
に
大
型
の

工
業
団
地
が
造
成
さ
れ
、
工
場

の
操
業
開
始
に
よ
っ
て
、
就
業

状
況
も
大
き
く
変
わ
り
、
農 

業
経
営
も
大
き
く
変
化
し
て

い
っ
た
。 

昭
和
二
十
六
年
十
一
月
～

昭
和
四
十
四
年
三
月
、
大
寄
農

業
協
同
組
合
長
・
茂
木
治
平
。 

 

昭
和
四
十
四
年
三
月
末
、
大

寄
農
業
組
合
と
深
谷
農
業
協

同
組
合
が
、
県
・
市
・
関
係
機

関
の
指
導
に
よ
り
合
併
認
可

を
受
け
、
深
谷
市
農
業
協
同
組

合
と
し
て
新
発
足
し
た
。 

 

昭
和
四
十
四
年
三
月
～
昭

和
五
十
三
年
五
月
、
深
谷
市
農

業
協
同
組
合
長
・
茂
木
治
平
。 

 

昭
和
五
十
五
年
二
月
十
七

日
没
。
享
年
八
十
二
歳
。 

 

深
谷
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員 

 
 

 
 

 
 

荻
野 

勝
正 

 

新
茶
汲
む
晩
学
と
云
う
宝
も
の 

 
 
 

 
 
 
 
 

金
井 

 

実 
 

堰
音
も
飛
沫

ひ

ま

つ

も
奔は

し

る
麦
の
秋 

 

心
地
よ
き
言
葉
が
ほ
し
い
藤
ま
つ
り 

 
 
 

 
  

黒
沢
美
枝
子 

 

逃
げ
水
や
つ
か
み
処
の
な
い
話 

 

小
麦
刈
り
初
夏
の
天
気
に
き
を
つ
か
い 

 
 

  
 

岡
田 

清
孝 

 

一
年
生
や
っ
と
カ
バ
ン
が
板
に
つ
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東
芝
の
深
谷
工
場
さ
ら
地
な
り 

 

時
代
の
変
遷
日
ご
と
に
進
む 

 
 
 

 
 
 
  

荻
野 

勝
正 

 

去
年

こ

ぞ

の
葉
を
持
ち
あ
げ
な
が
ら
み
ど
り
児
の 

拳
こ
ぶ
し

の
ご
と
き
早
蕨

さ
わ
ら
び

出
づ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

田
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光
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水
た
た
え
青
く
輝
き
回
る
星 

 
 

 
 
 

 

地
球
と
呼
ば
れ
る
そ
の
星
に
住
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橋
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一
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人
間
の
居
場
所
は
時
間
夜
一
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覚
め
て
春
星
の
永
劫
見
上
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大
寄
村
の
歴
代
村
長-

⑦ 

発
展
す
る
資
本
主
義
社
会
へ

の
対
応
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農

家
の
相
互
扶
助
組
織
と
し
て

発
生
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中

で
、
昭
和
十
八
年
村
農
会
と
産

業
組
合
は
合
併
し
て
大
寄
村

農
業
会
と
な
る
。
昭
和
二
十
三

年
九
月
、
大
寄
村
一
円
を
も
っ

て
大
寄
村
農
業
会
を
継
承
し
、

大
寄
村
農
業
協
同
組
合
が
発

足
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十

六
年
十
一
月
全
役
員
を
改
選

し
、
全
組
合
員
の
協
力
に
よ
り

再
建
に
着
手
し
て
、
昭
和
三
十

二
年
農
業
協
同
組
合
整
備
特

別
措
置
法
の
指
定
を
受
け
、
昭

和
三
十
七
年
三
月
末
に
こ
の 

 
 

 
 

 

自
昭
和
十
二
年
四
月
二
十

二
日 

至
同
十
九
年
九
月
九
日 

昭
和
十
二
年
七
月 

日
支
事

変
勃
発 

昭
和
十
五
・
六
年
大
寄
村
耕
地

整
理
事
業
施
工 

 

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
大

東
亜
戦
争 

 

茂
木
治
平
は
、
明
治
三
十
一

年
四
月
一
日
大
里
郡
大
寄
村

矢
島
で
生
ま
れ
た
。
昭
和
十
二

年
四
月
二
十
二
日
～
昭
和
十

九
年
九
月
九
日
ま
で
第
九
代

目
の
大
寄
村
長
。 

 

治
平
は
、
農
業
協
同
組
合
の

組
合
長
と
し
て
、
昭
和
二
十
六

年
十
一
月
～
昭
和 

五
十
三
年
五
月
ま
で 

の
長
期
間
活
躍
す
る
。 

農
業
協
同
組
合
の
歴 

史
を
見
る
と
き
、
近 

代
化
と
共
に
必
然
的 

に
個
々
の
農
民
に 

と
っ
て
は
、
急
速
に 

 


